
日
本
一
の
利
用
者
数

を
誇
る
東
名
高
速

「
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
の
上
り
線
側

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
海
老
名
」

で
は
現
在
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

に
ち
な
ん
だ
特
別
企
画
を

実
施
中
。
10
月
31
日
ま
で

の
期
間
中
、
館
内
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ

い
。
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
カ

ボ
チ
ャ
の
お
化
け
な
ど
と
一

緒
に
写
真
を
撮
影
で
き
る

上
り
線
で「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」

10
月
31
日
ま
で
特
別
企
画

東名高速
海老名SA

上り線側
「EXPASA海老名」

48時間で27,503個の
販売記録を樹立した

ほ
か
、
こ
う
し
た
作
品
を

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す

る
事
で
応
募
で
き
る
「
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
実
施
。

こ
の
企
画
に
関
す
る
詳
細
は

施
設
内
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
等
を
要

チ
ェ
ッ
ク
。
直
接
問
合
せ
は

☎
０
４
６
・
２
９
２
・
７
５

５
６
へ
。

下
り
線
で
は
大
記
録
も

ま
た
下
り
線
側
の
人
気
店

「
ぽ
る
と
が
る
」
の
メ
ロ
ン

パ
ン
＝
写
真
右
下
＝
が
こ
の

春
、
販
売
個
数
の〝
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
Ⓡ

〞を
達
成
。
大

き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

楽しいフォトスポット
などを用意

混ぜ混ぜアイスクリームとワッフルのお店
プレンティーズ
アイス
￥430 フジ系ドラマ

「こんな未来は聞いてない!!」
が撮影されました!!

TVチャンピオン2

アイスクリーム屋さん

選手権 優勝店です！
東海岸会館前

茅ヶ崎駅入口

★

茅ヶ崎

茅ヶ崎海岸

圏央茅ヶ崎海岸出口から
江ノ島方面に車で5分！

東海岸北1-7-28
☎0467-88-0013

9：30～21：00 無休 P5台

「明治記念大磯邸園」を整備、新たなシンボルへ。

「
海
を
臨
む
歴
史
と
文
化
の
町
」
大
磯
。
か
つ
て

伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
、
大
隈
重
信
、
西
園
寺

公
望
、
寺
内
正
毅
、
原
敬
、
加
藤
高
明
、
吉

田
茂
の
歴
代
総
理
８
人
が
住
み
、
軍
医
総
監

を
歴
任
し
た
松
本
順
に
よ
り
、
日
本
初
の
海
水

浴
場
と
な
っ
た
大
磯
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
た
。

ま
た
小
説
「
破
戒
」
な
ど
近
代
文
学
を
代
表
す

る
作
家
、島
崎
藤
村
は
晩
年
を
大
磯
町
で
過
ご
し
た
。
小
説「
東

方
の
門
」
を
執
筆
中
に
倒
れ

涼
し
い
風
だ
ね
」
の
言
葉
を

残
し
71
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
藤
村
と
静
子
夫
人
の
墓
碑
は

地
福
寺
の
境
内
に
並
ん
で
建
立
さ
れ
て
お
り
、
同
町
は
１
９

７
５
年
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
相
州
落
花
生
と
し
て
神
奈
川
の
名
産
１
０
０
選

で
あ
る
、
落
花
生
の
栽
培
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
渡
辺
慶
次

郎
が
日
本
で
初
め
て
こ
の
地
で
栽
培
を
始
め
た
と
い
う
。

大磯

かつて「明治政界の奥座敷」といわれていた大磯。明治時代から初代内閣総理大臣・伊藤博文、総理大臣
を歴任し早稲田大学の創立者である大隈重信をはじめとした明治政界の要人たちが別荘などを構えた。
「明治記念大磯邸園」とは旧伊藤博文邸（滄浪閣＝そうろうかく）を中心とする建物群及び緑地を一体
的に整備を進めている歴史公園。本年は明治改元から150年にあたることを記念して、同邸園の一部を
10月23日（火）から12月24日（月）まで公開する。公開されるのは旧大隈重信邸と旧陸奥宗光邸の庭園と
建物内、旧伊藤博文邸の外観で、明治期の立憲政治や邸宅の人物にゆかりのある資料の展示も行う。
旧大隈邸と旧陸奥邸の庭園公開は当日受付、同2邸宅の建物内と旧伊藤邸の外観はガイドツアー実

施による見学となる（事前申し込み制、参加希望日の2週間前まで受付）。予約に関する問合せは、事前
予約窓口：050-8882-0344（月～金、午前９時～午後５時）。その他の問合せは、国営昭和記念公園事務
所大磯分室：0463-79-8700 【アクセス】神奈川県中郡大磯町西小磯85他、ＪＲ東海道本線「大磯」駅
から徒歩15分、国道1号「滄浪閣前」交差点すぐ

明
治
29
年
（
１
８

９
６
年
）
11
月
に
伊

藤
は
滄
浪
閣
を
大
磯

に
移
し
、
翌
30
年
10

月
１
日
付
で
本
籍
を

東
京
の
本
邸
か
ら
大

磯
町
に
移
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
伊
藤
自

ら
大
磯
町
役
場
に
赴

き
、
大
磯
の
た
め
に

協
力
を
惜
し
ま
な
い

旨
を
告
げ
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、

伊
藤
は
地
元
住
民
と

積
極
的
に
関
わ
り
を

持
ち
ま
し
た
。
激
務

の
合
間
を
見
つ
け
て

は
頻
繁
に
散
歩
に
出

か
け
、
商
店
に
立
ち

寄
り
、
農
作
業
中
の

農
民
に
「
そ
ん
な
に

朝
早
く
か
ら
働
か
な

い
と
暮
ら
し
は
楽
に

は
な
ら
な
い
の
か
」

な
ど
声
を
掛
け
、
夜

半
に
は
地
曳
網
を
引

く
漁
民
に
気
軽
に
声

を
掛
け
て
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。
大
磯

滄
浪
閣
を
舞
台
と
し

て
数
多
く
の
逸
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

大
磯
に
居
を
構
え

た
こ
ろ
、
伊
藤
は
二

期
目
の
首
相
を
終
え

静
養
を
望
ん
で
い
ま

し
た
が
、政
局
は
中
々

そ
れ
を
許
し
て
は
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
滄
浪
閣
だ
け
で

な
く
、
明
治
36
年
に

西
小
磯
古
屋
敷
の
地

に
純
和
風
の
「
山
の

別
荘
」
を
建
て
、
こ

こ
で
は
日
露
戦
争
の

御
前
会
議
の
た
め
の

下
会
議
が
行
わ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
別
荘
内
に

有
っ
た
茶
室
「
清
琴

亭
」
は
西
小
磯
の
青

年
団
に
払
い
下
げ
ら

れ
そ
の
一
部
が
青
年

会
館
に
移
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
伊
藤
は
大

磯
の
発
展
に
様
々
な

形
で
貢
献
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
明
治
34
年

（
１
９
０
１
年
）
大
磯

小
学
校
新
築
の
た
め

の
寄
付
名
簿
の
筆
頭

し
て
い
ま
す
。
大
磯

町
に
と
っ
て
伊
藤
の

存
在
は
絶
大
で
し
た
。

伊
藤
を
知
る
古
老
は

「
大
磯
は
テ
エ
シ
ョ
ウ

で
栄
え
た
。テ
エ
シ
ョ

ウ
こ
そ
大
磯
の
お
天

道
様
だ
っ
た
」。私
は
、

彼
の
足
跡
を
訪
ね
て

山
口
県
や
長
崎
県
、

小
田
原
、
東
京
の
伊

藤
町
、
国
会
議
事
堂

に
出
向
き
、
そ
こ
で

気
が
付
き
ま
し
た
。

訪
ね
た
ど
の
地
に
も

伊
藤
の
銅
像
・
胸
像

が
有
り
ま
し
た
。
で

も
、
本
宅
を
構
え
、

終
の
棲
家
に
な
っ
た

大
磯
に
は
像
が
無
い

（
白
岩
神
社
に
、
50
㎝

ほ
ど
の
胸
像
は
有
り

ま
す
が
、
年
に
１
回

だ
け
の
公
開
で
す
）。

凄
く
寂
し
い
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。

こ
の
事
は
何
回
か
討

議
さ
れ
て
は
立
ち
消

文章・武井久江氏
（大磯町で「語り部の会」など主宰）

大磯歴史語り
明治150年特別コラム

現在の滄浪閣跡地

このコラムはタウンニュース大磯・二宮・中井版にて掲載中（不定期）。
ホームページでも見られます

に
名
を
連
ね

た
り
、
ま
た

明
治
37
年
か

ら
毎
年
大
磯

小
学
校
の
新

入
生
に
10
銭

入
り
の
郵
便

貯
金
通
帳
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

え
て
き
ま
し

た
。
明
治
１

５
０
年
の
こ

の
年
に
、
滄

浪
閣
の
あ

の
場
所
で

除
幕
式
が

見
ら
れ
た

ら
ど
ん
な

に
う
れ
し

い
か
。
あ
く

ま
で
も
一
個

人
の
思
い
で

す
。
お
許
し

く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

タウンニュース大磯・二宮・中井 検 索

旧伊藤博文邸（滄浪閣）などを10月23日から一部公開そうろうかく

旧大隈邸

旧陸奥邸

滄浪閣

特別号 3面（湘南コーナー） 御中
広告内容をご確 いただき ご返送 ださいますようお願い致 ます。番号間違いにご注意 ださい

送 日 成 月

株式会社タ ン ュース社
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❶
地
相
・
家
相
・
方
位
・
日
柄
な
ど
に
起
因
す
る
禍
事
・
災
難
を
取
り
除
き
家
業
繁
栄
・
福
徳

円
満
を
も
た
ら
す「
八
方
除
」の
祈
祷
を
受
け
ら
れ
る
❷
エ
リ
ザ
ベ
ス・サ
ン
ダ
ー
ス・ホ
ー
ム

を
創
設
し
、２
０
０
０
人
近
く
の
混
血
孤
児
を
育
て
上
げ
た
澤
田
美
喜
の
足
跡
を
辿
る
こ
と

が
で
き
る
❸
言
論
人
と
し
て
政
財
界
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
徳
富
蘇
峰
ゆ
か
り
の
品
々

を
収
蔵・展
示
❹
島
崎
藤
村
旧
宅
の
近
隣
に
は
同
氏
に
ち
な
ん
だ
ス
ポ
ッ
ト
も
点
在
し
て
い
る

❶

❷

❸❹

厚木IC

厚木西IC

厚木南IC（仮称）
伊勢原JCT

129

134

1

1
1

平塚駅
大磯駅二宮駅

海老名JCT

海老名南JCT

寒川北IC

寒川南IC

湘南ひらつかビーチパーク大磯海水浴場大磯こゆるぎ浜

新
湘
南
バ
イ
パ
ス

東名高速道路

小田原厚木道路

東海道新幹線
寒川神社

徳富蘇峰
記念館

大磯駅

1

1

澤田美喜
記念館

島崎藤村旧宅島崎藤村旧宅

明治記念
大磯邸園
明治記念
大磯邸園

①寒川神社

寒川町宮山3916
☎0467･75･0004

寒
川
神
社
は
相
模
國
一
之
宮
と
称

さ
れ
、全
国
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神

と
し
て
約
１
６
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
神
社
。す
べ
て
の
悪
事
災
難
を
と
り

除
き
、福
徳
開
運
を
招
き
、生
活
に
限

り
な
い
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ

て
い
る
。御
祈
祷
を
受
け
れ
ば
緑
豊
か

な「
神
苑
」へ
の
入
苑
が
可
能
に
。寒
川

北
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
２
〜
３
分
。Ｊ
Ｒ
相

模
線
宮
山
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。

八
方
除
の
守
護
神

②澤田美喜記念館

大磯町大磯1152
☎0463・61・4888

三
菱
財
閥
の
創
業
者・岩
崎
弥
太
郎

の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、戦
後
大
磯
で
混

血
孤
児
の
養
育
に
情
熱
を
傾
け
た
澤

田
美
喜
が
、戦
前
戦
後
40
年
に
わ
た
っ

て
収
集
し
た
、江
戸
時
代
の
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
遺
物
や
関
連
す
る
資
料
約

８
５
０
点
を
展
示
し
て
い
る
。記
念
館

は
ノ
ア
の
方
舟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
長

六
角
形
の
建
物
で
、２
階
は
礼
拝
堂
、

１
階
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
に

な
っ
て
い
る
。

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
物
を
展
示

③徳富蘇峰記念館

中郡二宮町二宮605
☎0463・71・0266

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
活
躍
し
た
言

論
人・徳
富
蘇
峰
が
交
流
を
持
っ
た
政

財
界
の
要
人
や
文
化
人
、軍
人
か
ら
の

書
簡
を
は
じ
め
、蘇
峰
の
蔵
書
と
揮

毫
、遺
品
、美
術
品
な
ど
を
収
蔵・展
示

し
て
い
る
。明
治
維
新
１
５
０
年
記
念

企
画「
維
新
の
志
士

12
人
か
ら
の
手

紙
」展
で
は
、大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一

な
ど
の
書
簡
と
西
郷
隆
盛
が
西
南
戦

争
で
着
用
し
た
外
套
を
公
開
。10
月
５

日
か
ら
12
月
24
日
ま
で
。

明
治
維
新
150
年
企
画
展
を
開
催

④島崎藤村旧宅

大磯町東小磯88-9
大磯町産業観光課 ☎0463・61・4100

詩
集『
若
菜
集
』や
小
説『
破
戒
』な

ど
で
知
ら
れ
る
文
豪
・
島
崎
藤
村
は
、

１
９
４
１
年
に
大
磯
の
左
義
長
を
見

物
に
訪
れ
、温
暖
な
気
候
を
気
に
入
っ

て
こ
の
平
屋
建
て
に
移
り
住
ん
だ
。２

年
後
の
８
月
、小
説『
東
方
の
門
』を
執

筆
中
に
倒
れ「
涼
し
い
風
だ
ね
」の
言

葉
を
残
し
71
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。町

内
に
は
藤
村
が
好
ん
だ
和
菓
子
店
や

梅
の
木
、藤
村
の
墓
な
ど
が
点
在
し
て

い
る
。

藤
村
が
晩
年
を
過
ご
し
た
家

全国区の人気エリアで
“歴史さんぽ”いかが?

湘南
（寒川・大磯・二宮）


